
（要領第５の２（１）関係）
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設計上の環境配慮項目
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一般財源県債その他国庫

地域からの要望経

緯

本水路は施工後40年近く経過し、老朽化によるゲートの巻上機の不具合や扉体の発錆・塗装剥離・コンクリートの劣化等が生じ

ており、施設の維持管理に多大な労力を費やしている。
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住民や市町村の意見を計画策定に反映
住民意見は反映していない

行政

改革課

意見

基幹水利施設の老朽化が進んでおり、必要性、重要性、緊急性が高

い。既存施設の補修対策により、効率的な更新整備を行う。

必要性が高く、重要性、緊急性も認められる。

事業実施に至る歴

史的経緯・社会的

背景

過半数賛成概ね賛成

施設の老朽化に伴う劣化が進んできたことから、長野県梓川土地改良区から改修要望があり、平成19年度から事業化に向けた検

討を行っている。
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分水工更新　２箇所、水路補修工　1式

必要性

5

県営かんがい排水-1

施設の管理は長野県梓川土地改良区が実施している。今後、維持管理の効率化が十分に図れるよう地元の意見を反映した整備

を実施する。

市町村計画での位置づけ

長野県梓川土地改良区及び松本市との協議を進めるとともに、土地改良区役員を対象とした説明会を実施している。今後は、平

成24年11月の土地改良区総代会で本地区の計画について了解を得るとともに、受益者を対象とした地区説明会により事業内容に

ついて合意形成を図っていく予定である。

費用対効果（Ｂ／Ｃ）

動向不明

特になし。

ゲートの塗装の配色については、周辺景観との調和に配慮する。

既設構造物を有効利用することにより産業廃棄物の発生を抑制するほか、施工時には騒音や振動を最小限に止めるよう配慮す

る。
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